
子どもの価値観・態度形成に影響を有する
家庭環境要因に関する一考察

―保護者の夫婦関係満足度、生活に着目して―
佐 藤 和 順・柏 ま り＊

A Study on the Influence of Home Environment Factors on the
Formation of Children’s Values and Attitudes :
Focusing on Parental Marital Satisfaction Levels

This study focuses on child rearing at home in early childhood and how the child’s con-
sciousness of his or her parents’ marital relationship influences later evaluation in adult life
and child rearing. Based on survey results, we clarified that parents with a high level of mari-
tal satisfaction showed a tendency to have higher levels of happiness, harmony in work-life
balance, and life satisfaction than those with lower levels of marital satisfaction. We also
found that parents with high levels of marital satisfaction showed higher levels of satisfaction
in child rearing and higher evaluation of their children’s upbringing than those with lower
levels of satisfaction. This suggests that improving the parents’ living environment and ena-
bling parents to increase their level of marital satisfaction could be a way to improve child-
rearing quality.

Ⅰ 問題の所在

子どもの生活の基本は家庭であり、家庭でどの
ように育つかは子どもの成長に大きな影響を与え
る。家庭は学校以上に、現代社会における人的資
本の側面から社会を再生産する重要な機関であり、
当該社会の生産力に応じた能力と資質を有した労
働力を養成し、当該社会の生産関係を反映した社
会的関係を形成する１。われわれが通常家族の中
に生まれ、両親やきょうだいをはじめとする他者
との相互作用の中で生活・成長することを考えれ
ば、各種の価値観・態度形成に関しても家族とい
う要因が大きな意味を有していることは間違いな
いことである。家族の中でも特に、保護者が子ど
もの価値観・態度形成等の育ちに最も関わってい
ることは自明のことであり、保護者の夫婦関係が
子どもの育ちに影響を与えることは、容易に想像

できる。
夫婦関係及び結婚の満足度等については、これ
まで各種の研究の蓄積がみられるが心理学的なア
プローチに依るものが主となっている。わが国に
おける代表的な夫婦関係に関する調査としては、
伊藤・池田・川浦ら（１９９９）の配偶者からの情緒
的サポートは夫の疎外感を低減するという知見２

や、稲葉（１９９９）の妻のディストレスの低減にも
直接作用していたという知見３等があるが、心理
学的観点から夫婦間の効果・影響を中心とするも
のであった。夫婦関係が子どもの育ちにどのよう
な影響を与えるのかという研究は、橘千恵・中村
絵里子・中島夕美他（２００８）、堀口美智子（２００６）
等があるが十分ではないと考えられる４。心理学
的アプローチに加え各種観点から、両者の関係を
明らかにする態度が必要である。
子育ての混迷が顕在化する今日、夫婦関係と保
護者の生活状況、子育ての質がどのような関連性
を有しているのかを明らかにすることが必要であ＊ 岡山県立大学
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ると考える。夫婦関係と子育ての質に関連する事
項を検証することは、保護者の日常生活の課題の
顕在化と改善にもつながる。両者の関連性が明ら
かになれば、保護者の夫婦関係を改善することが、
子育ての質を保障する可能性を有することにもな
る。

Ⅱ 研究の目的

本研究では、幼児期の家庭における子どもの育
ちに関連すると想定される事項に着目し、保護者
に特化して、夫婦関係に係る意識とそれが生活の
状況及び子育ての評価にどのように影響するのか
を調査する。
具体的な目的は次の通りである。第一に、保護
者は自らの夫婦関係をどのように認識をしている
のかを明らかにする。子どもが育つ家庭の核にな
るのは夫婦関係である。夫婦関係が良ければ、子
どもの育ちにも良い影響があると推測される。夫
婦関係の状態をはかる指標として夫婦関係満足度
に着目する。
第二に、保護者の夫婦関係満足度と生活の状況
及び子育ての評価の関係性を明らかにする。まず
は夫婦関係満足度が、保護者の生活とどのような
関係性を有しているのかを明らかにする。夫婦関
係は家庭生活の核であるので、夫婦の関係性が保
護者の幸福度、仕事と生活の調和度、生活に係る
満足度等との関連性を有していると仮説構築をし
ている。次に子育ての評価に着目する。生活の状
況と同様に、夫婦関係満足度の高い保護者の方が、
低い保護者に比して自らの子育ての評価は高いと
仮説構築している。子育ての質に関する評価はこ
れまでは育児ストレスを主とする研究５等を中心
に行われてきたが、育児ストレス以外の観点から
の成果が今後望まれる。子育ての評価に着目する
のは、子育ての自己評価の高さが、直接子育ての
質の向上に反映されるわけではないが、寄与する
可能性は有していること、自らの子育てにどの程
度満足感を有しているのかは、自らの子育てを振
り返る機会となる等からの理由である。

上述の仮説に妥当性があるのであれば、保護者
の夫婦関係満足度を高めるようにすることも、生
活の満足度を高め、そのことが子育ての評価を高
めることになる。
本研究は、以上の目的を達成することにより、

子どもの成長に影響を与える保護者の生活に係る
現状の課題を顕在化させ、今後の子どもとのかか
わり方に示唆を与え得るものである。また、保護
者の生活環境を向上させ、子育ての質の保障を目
指すものである。

Ⅲ 研究の方法

本研究の保護者の夫婦関係満足度が生活及び子
育ての評価に与える影響に関する調査の概要につ
いては、次のとおりである。

１．調査項目

（１）夫婦関係満足度
夫婦関係の状態を把握するために、諸井（１９９６）

の夫婦関係満足度尺度を用いる６。本尺度は、ノ
ートン（１９８３）７が夫婦の関係全体の良さを反映さ
せる項目に限定して作成したQMI（Qualiti Mar-
riage Index）を翻訳し、わが国の幼稚園・保育
所の保護者を対象に妥当性等を検証したものであ
る。夫婦関係満足度、結婚満足度については複数
の尺度があるが、本尺度がわが国において幼稚
園・保育所の保護者を対象にして妥当性・信頼性
等を検証していることに鑑み、幼稚園の保護者が
調査対象である本研究の趣旨等に添うものである
ことから採用した。本夫婦関係満足度尺度は、夫
婦関係の満足度について、当人が回答する尺度で
ある。

（２）生活状況について
保護者は自らの生活状況についてどのような認
識を有しているのかを明らかにするために、幸福
度、仕事と生活の調和度、「生活全般」、「仕事」、
「家庭生活」、「地域・個人の生活」の満足度を明
らかにする８。仕事と生活の調和度を問うことは、
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子育て期の保護者のワーク・ライフ・バランスの
現状を顕在化することになる。

（３）子育ての評価について
保護者は自らの子育てについてどのような認識
を有しているのかを明らかにするために、子育て
の満足度、夫の子育てについての関わり及び子育
てに関する不安や悩みについての質問を行う。

（４）保護者の夫婦関係満足度と生活状況、子育
ての評価の関係性について

保護者の夫婦関係満足度と生活状況及び子育て
の評価の関係を見るために、各種の相関分析を行
う。

２．調査の方法及び回収結果

A県内の同一学校法人立の３園、家庭数５４９の
保護者１,０９０人の保護者を対象に、園からの配布
にて２０１４年７月に質問紙調査を実施。有効回答数
は８１７であり、回収率は７５.１％であった。

３．回答者の属性

回答者の性別、年齢、就労状況等の属性は表１
～３の通りである。幼稚園の保護者を対象にした
調査であったために、女性の過半数が専業主婦で
あった。男性については、正社員・自営について
いるものが、９７.４％と高い割合を示した。

Ⅳ 結果と考察

１．夫婦関係満足度

本研究の第一の目的である保護者の夫婦間関係
の状態を把握するために夫婦関係満足度をはかっ
た。具体的には、「私たちは、申し分のない結婚
生活を送っている」「私と妻の関係は、非常に安
定している」「私たちの夫婦関係は、強固である」
「妻との関係によって、私は幸福である」「私は、
まるで自分が妻と同じチームの一員のようである
と、本当に感じている」「私は、夫婦関係のあら
ゆるものを思い浮かべると、幸福だと思う」とい

う設問に対して「かなりあてはまる」「どちらか
というとあてはまる」「どちらかというとあては
まらない」「かなりあてはまらない」から選択さ
せ、それぞれに４点、３点、２点、１点を付した。
単純合計得点を夫婦関係満足度得点とした。合計
得点別の度数分布は図１に示すとおりである。１８
点が最も多く、次に２４点が続いた。平均点も、１７.４６
点であり、高い傾向を示した。調査対象の保護者

性別

年齢

男性 女性

n ％ n ％

２０―２４歳 ０ ０.０ ６ １.４
２５―２９歳 １９ ４.９ ３６ ８.３
３０―３４歳 １０４ ２７.０ １４８ ３４.３
３５―３９歳 １２６ ３２.７ １６１ ３７.２
４０―４４歳 ９７ ２５.２ ７２ １６.７
４５―４９歳 ３３ ８.６ ６ １.４
５０歳代 ６ １.６ ３ ０.７

全 体 ３８５ １００.０ ４３２ １００.０

表２：回答者の年齢

性別

就労状況

男性 女性

n ％ n ％

正社員・自営 ３７５ ９７.４ ７３ １６.９
アルバイト等 ４ １.０ １０９ ２５.２
専業主婦（夫） ０ ０.０ ２４０ ５５.６
その他 ６ １.６ １０ ２.３

全 体 ３８５ １００.０ ４３２ １００.０

表３：回答者の就労状況

性別 n ％

男性 ３８５ ４７.１
女性 ４３２ ５２.９

全体 ８１７ １００.０

表１：回答者の性別
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は、夫婦関係満足度については全般的に満足して
いるという傾向を示した。幼稚園に子どもを通わ
せる保護者の多くは、男性は一定の職に就き、ま
た男性・女性ともに結婚をし、子どもももうけて
おり、このことが夫婦関係満足度の高さの要因で
あると考えられる。
得られた夫婦関係満足度得点合計によって「低
満足度」「中満足度」「高満足度」の３つのカテゴ
リに分類を行った。「低満足度」は夫婦関係満足
得点が１７点以下（３１.９％）で夫婦間の満足度が低
い傾向にある群である。「高満足度」は２０点以上
（３８.１％）であり、逆に夫婦間の満足度が高い傾
向にある群である。「中満足度」は、「低満足度」
「高満足度」の中間に位置する群であり得点は１８
から１９点（３０.０％）であった。その結果を示した
ものが表４である。

２．生活状況について

保護者は自らの生活状況についてどのような認
識を有しているのかを明らかにするために、生活
の状況の指標として幸福度、仕事と生活の調和、
各生活の満足度等について質問を行った。

（１）幸福度について
保護者が自らの幸福度についてどのように認識
しているのかを明らかにするために質問を行った。
具体的には、「現在、あなたはどの程度幸せです
か。『とても幸せ』を１０点、『とても不幸』を０点
とすると、何点くらいになると思いますか。」と
いう質問に対して得点を付す形で回答と求めた。
１０～７点を「幸せ」、６～４点を「ふつう」、３～
０点を「不幸」に分類した。夫婦関係満足度別の
結果は図２に示すとおりである。
「高満足度」「中満足度」「低満足度」ともに
「幸せ」が高い割合を占めたが、夫婦関係満足度
が高いほど、幸福度がより高い結果となった。夫
婦関係満足度と幸福度との関連をみるためにχ二
乗検定を行った。結果は、有意であった（χ２＝
１１２.９６、df＝４、p＜.０１）。残差分析を行った結
果、夫婦関係満足度が高い傾向にあるものが、幸
福度も高い傾向にあることが把握できた。このこ

カテゴリ n ％

低満足度 ２６１ ３１.９

中満足度 ２４５ ３０.０

高満足度 ３１１ ３８.１

図１：夫婦関係満足度得点の度数分布

表４：夫婦関係満足度得点の分類表

家庭教育研究24、２０１９

４



とは常識的な結果を示すものであるが、一般的に
幸福度に影響を与えるものとして家計の状況（所
得・消費）、健康状況、家族関係等があげられる９

が、家族関係の中でも特に夫婦関係満足度が幸福
度と関連性を有することが明らかとなった。

（２）仕事と生活の調和度について
保護者の現在の仕事と生活の調和度に関する質
問を行った。具体的には、「あなたの現在の生活
は仕事と生活の調和がとれていると思いますか」
という設問に対して「とてもそう思う」「ややそ
う思う」「どちらでもない」「あまりそう思わない」
「まったくそう思わない」「わからない」の選択肢
から選択させた。夫婦関係満足度別の結果を示し
たものが、図３である。
「高満足度」「中満足度」「低満足度」の順に、調
和が取れている（「とてもそう思う」＋「ややそ
う思う」）と考えている傾向があり、反対に「低
満足度」「中満足度」「高満足度」の順に調和が取
れていない（「あまりそう思わない」＋「まった
くそう思わない」）と考える傾向があることが明
らかになった。夫婦関係満足度と仕事の生活の調

和度との関連を見るためにχ二乗検定を行った。結
果は、有意であった（χ２＝８４.５０、df＝１０、p＜.０１）。
残差分析を行った結果、夫婦関係満足度が高い傾
向にあるものが、仕事と生活の調和度も高い傾向
にあることが把握できた。

（３）生活の満足度について
保護者の具体的な生活の満足度をはかるために、
各種生活に係る満足度について質問を行った。具
体的には「『生活全般』『仕事』『家庭生活』『地域・
個人の生活』それぞれの項目について、あなたは
どの程度満足していますか」という質問に対して、
「とても満足している」「やや満足している」「ど
ちらでもない」「あまり満足していない」「まった
く満足していない」「わからない」の選択肢から
選択させた。
「生活全般」における夫婦関係満足度別の満足
度の結果は、図４に示すとおりである。全般的に
満足している傾向（「とても満足している」＋
「やや満足している」、以下同じ）があるが、「高
満足度」「中満足度」「低満足度」の順に満足して
いる傾向が明らかとなった。夫婦関係満足度と

図２：夫婦関係満足度別幸福度

高満足度

■幸せ
■普通
■不幸

中満足度

低満足度

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％
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「生活全般」の関連性を見るためにχ二乗検定を
行った。結果は、有意であった（χ２＝１９８.８８、df
＝１０、p＜.０１）。残差分析を行った結果、夫婦関
係満足度が高い傾向にあるものが「生活全般」に
係る満足度が高い傾向にあることが把握できた。

生活を構成する「仕事」「家庭生活」「地域・個
人の生活」各要素別の満足度に関しては次のとお
りである。「仕事」における夫婦関係満足度別の
満足度は、図５に示すとおりである。「生活全般」
と比すると満足している傾向は低いが、「高満足

図３：夫婦関係満足度別仕事と生活の調和度

図４：夫婦関係満足度別「生活全般」の満足度

高満足度

■とてもそう思う
■ややそう思う
■どちらでもない
■あまりそう思わない
■まったくそう思わない
わからない

中満足度

低満足度

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％

高満足度

■とても満足している
■やや満足している
■どちらでもない
■あまり満足していない
■まったく満足していない
わからない

中満足度

低満足度

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％
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度」「中満足度」「低満足度」の順であることには
変わりはなかった。「どちらでもない」「わからな
い」が高い傾向を示したが、調査対象が幼稚園の
保護者であり、母親には専業主婦が一定数いるこ
とからこのような傾向になったのではないかと推

測される。夫婦関係満足度と「仕事」の満足度の
関連性を見るためにχ二乗検定を行った。結果は、
有意であった（χ２＝７１.９０、df＝１０、p＜.０１）。
「家庭生活」における夫婦関係満足度別の満足
度は、図６に示すとおりである。「生活全般」と

図５：夫婦関係満足度別「仕事」の満足度

図６：夫婦関係満足度別「家庭生活」の満足度
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同様全般に満足している傾向が高く、「高満足度」
「中満足度」「低満足度」の順に高い満足度を示し
た。夫婦関係満足度と「家庭生活」の満足度の関
連性を見るためにχ二乗検定を行った。結果は、有
意であった（χ２＝２８２.９２、df＝１０、p＜.０１）。
「地域・個人の生活」における夫婦関係満足度
別の満足度は、図７に示すとおりである。すべて
の満足度において「どちらでもない」が高い割合
を示した。「仕事」と同様に「生活全般」「家庭生
活」と比すると満足している傾向は低いが、「高
満足度」「中満足度」「低満足度」の順であること
には変わりはなかった。夫婦関係満足度と「地域・
個人の生活」の関連性を見るためにχ二乗検定を
行った。結果は、有意であった（χ２＝８６.９４、df
＝１０、p＜.０１）。
残差分析を行った結果、夫婦関係満足度が高い
傾向にあるものが、「仕事」「家庭生活」「地域・
個人の生活」の満足度も高い傾向にあることが把
握できた。夫婦関係満足度と「生活全般」「家庭
生活」「仕事」「地域・個人の生活」の満足度には
関連があることが明らかとなった。「生活全般」
「家庭生活」の満足度は全般的に高く、同じよう

な傾向を示したことから生活の満足度を考えると
き、「家庭生活」を主に想定していると推測され
る。一方、「仕事」をすることは生活に必要では
あるがあくまで生活の糧であるために、満足度は
低い傾向を示すと考えられる。「地域・個人の生
活」での満足度が「どちらでもない」が高い割合
を示したことは、ボランティア活動や社会参加活
動等の地域活動が行われていない、もしくは「地
域・個人の生活」があまり意識されていないこと
の現れではないかと推測される。満足度の高低等
の相違はあるが、夫婦関係満足度が「生活全般」
「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の満足
度と関連を有していることが明らかとなった。

３．子育ての評価について

（１）子育ての満足度について
夫婦関係満足度と子育ての評価の関係性を明ら
かにするために、自らの子育ての満足度に関する
質問を行った。
具体的には「あなたは現在の自分の子育てにど
の程度満足していますか」という問に対して「と
ても満足している」「やや満足している」「どちら

図７：夫婦関係満足度別「地域・個人の生活」の満足度
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でもない」「あまり満足していない」「まったく満
足していない」「わからない」という選択肢から
選択させた。夫婦関係満足度別の結果は、図８に
示すとおりである。
「高満足度」「中満足度」「低満足度」の順に、満
足している（「とても満足している」＋「やや満
足している」）と考えている傾向があり、反対に
「低満足度」「中満足度」「高満足度」の順に満足
していない（「あまり満足していない」＋「まっ
たく満足していない」）と考える傾向があること
が明らかになった。夫婦関係満足度と子育ての満
足度の関連性を見るために見るためにχ二乗検定
を行った。結果は、有意であった（χ２＝７２.０５、df
＝１０、p＜.０１）。残差分析を行った結果、夫婦関
係満足度の高い傾向にあるものが、子育ての満足
度も高い傾向があることが把握できた。

（２）父親の子育てへの関わりについて
父親の子育てへの関わりが夫婦関係満足度にも
影響を及ぼすのではないかと考えられるので、父
親の子育てに関する質問を行った。具体的には、
「あなたは、あなた自身（母親には、配偶者）の

子育てへの関わりはどの程度だと思いますか」と
いう質問に対して「十分である」「ある程度は十
分である」「やや不十分である」「不十分である」
「わからない」という選択肢から選択させた。夫
婦関係満足度別の父親の子育てへの関わりの結果
は図９に示したとおりである。
「高満足度」「中満足度」「低満足度」の順に、関
わりは十分である（「十分である」＋「ある程度
は十分である」）と考えている傾向があり、反対
に「低満足度」「中満足度」「高満足度」の順に十
分ではない（「不十分である」＋「やや不十分で
ある」）と考えている傾向が明らかになった。夫
婦関係満足度と父親の子育てへの関わりの関連性
を見るために見るためにχ二乗検定を行った。結
果は、有意であった（χ２＝９１.５５、df＝８、p＜.０１）。
残差分析を行った結果、夫婦関係満足度の高い傾
向にあるものが、父親の子育てへの関わりが十分
であると考える傾向があることが把握できた。

（３）子育てに関する不安や悩みについて
子育てに関する不安や悩みの状態を明らかにす
るために子育てに係る不安や悩みに関する質問を

図８：夫婦関係満足度別子育ての満足度
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行った。具体的には「子育ての不安や悩みについ
てお聞きします。以下の項目において、該当する
選択肢を選択ください。」という設問で「子ども
との時間が十分にとれない」「子どもとの接し方
に自信が持てない」「子育てで配偶者との意見が

合わない」「仕事や自分のことが十分にできない」
「子育てについて周りの目が気になる」という項
目について「そう思う」「ややそう思う」「あまり
そう思わない」「そう思わない」「わからない」の
選択肢から選択させた。

図９：夫婦関係満足度別父親の育児への関わり

図１０：夫婦関係満足度別「子どもとの時間が十分にとれない」回答
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それぞれの項目についての夫婦関係満足度別の
結果は図１０～１４に示すとおりである。「子どもと
の接し方に自信が持てない」「子育てで配偶者と
の意見が合わない」「仕事や自分のことが十分に
できない」については、「低満足度」「中満足度」

「高満足度」の順に不安や悩みがある（「そう思う」
＋「ややそう思う」）と考える傾向があることが
明らかになった。不安や悩みは夫婦関係満足度及
び子育てにとってマイナス要因であるためにこの
ような結果になったと考えられる。「子どもとの

図１１：夫婦関係満足度別「子どもとの接し方に自信が持てない」回答

図１２：夫婦関係満足度別「子育てで配偶者との意見が合わない」回答
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時間が十分にとれない」「子育てについて周りの
目が気になる」については、夫婦関係満足度別に
段階的な結果とはなっていない。「子どもとの時
間が十分にとれない」については、すべての満足
度において半数近くが十分な時間が取れていない

と考えおり、共通の悩みであること明らかとなっ
た。「子育てについて周りの目が気になる」につ
いては、「そう思わない」が最も高い割合を占め
ており保護者として育児に関わることに違和感等
を有していないことの現れだと考えられる。

図１３：夫婦関係満足度別「仕事や自分のことが十分にできない」回答

図１４：夫婦関係満足度別「子育てについて周りの目が気になる」回答
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夫婦関係満足度とそれぞれの項目の関連性を見
るためにχ二乗検定を行った。結果は、全て有意
であった（「子どもとの時間が十分にとれない」χ２

＝１８.４１、df＝８、p＜.０５、「子どもとの接し方に
自信が持てない」χ２＝３３.１０、df＝８、p＜.０１、
「子育てで配偶者との意見が合わない」χ２＝１４１.７９、
df＝８、p＜.０５、「仕事や自分のことが十分にで
きない」χ２＝５６.９５、df＝８、p＜.０１、「子育てに
ついて周りの目が気になる」χ２＝２０.１７、df＝８、
p＜.０１）。残差分析を行った結果、夫婦関係満足
度が高い傾向にあるものが、子育てに関する不安
や悩みは低い傾向であることが把握できた。

４．保護者の夫婦関係満足度と生活状況、子育て

の評価の関係性について

夫婦関係満足度と生活及び子育ての評価の関連
を見るために、保護者の夫婦関係満足度と生活及
び子育ての満足度について相関分析を行った。そ

の結果は、表５に示すとおりである。夫婦関係満
足度と幸福度（r＝.５４１）、「生活全般の満足度」
（r＝.４３９）及び「家庭生活の満足度」（r＝.５２２）の
間には正の相関関係が認められた。夫婦関係満足
度の高いものが、幸福である、生活の中でも「家
庭生活」において満足度が高い傾向にあると推測
される。
夫婦関係満足度と「仕事と生活の調和度」（r
＝.２８５）「仕事への満足度」（r＝.２０８）「地域・個
人の生活への満足度」（r＝.３０９）「子育ての満足
度」（r＝.２７０）「父親の子育てへの関わり」（r＝.３６０）
の間に弱い正の相関関係が認められ、「子育てで
配偶者との意見が合わない」（r＝.－２６１）とは弱
い負の相関関係が認められた。夫婦関係満足度の
高いものが、前述の幸福度、「生活全般の満足度」、
「家庭生活の満足度」に加え、「仕事と生活の調和
度」「仕事への満足度」「地域・個人の生活への満
足度」「子育ての満足度」「父親の子育てへの関わ

項 目 相関係数（r）

幸福度 ０.５４１

仕事と生活の調和度 ０.２８５

生活全般への満足度 ０.４３９

仕事への満足度 ０.２０８

家庭生活への満足度 ０.５２２

地域・個人の生活への満足度 ０.３０９

子育ての満足度 ０.２７０

父親の子育てへの関わり ０.３６０

子育て
に関す
る不安
や悩み

子どもとの時間が十分にとれない －０.００９

子どもの接し方に自信が持てない －０.１２６

子育てで配偶者との意見が合わない －０.２６１

仕事や自分のことが十分にできない －０.１３４

子育てについて周りの目が気になる －０.１０９

表５：夫婦関係満足度と生活及び子育ての評価の相関関係
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り」が高い傾向にあると推測される。
反対に、「子育てで配偶者との意見が合わない」

という傾向は低いと考えられる。このことは夫婦
関係満足度が高いものは夫婦間のコミュニケー
ションが十分に取れており、意見の調整が可能に
なっていることの現れだと推測される。
以上のことからも、夫婦関係満足度は保護者の
生活及び子育ての評価と関連があると考えられ、
夫婦関係の満足度の高さが生活や子育ての満足度
の高さに影響を有するのである。

Ⅴ 総合考察

本研究から得られる知見は、次の通りである。
第一に、今回調査対象の保護者の夫婦関係満足
度は全般的に高い傾向を示した。男性は一定の職
に就き、また男性・女性とともに結婚をし、子ど
もももうけており、このことが夫婦関係満足度の
高くなった要因であると考えられる。本研究の調
査対象が幼稚園に子どもを通わせる保護者であっ
たことが影響していると考えられる。夫婦関係満
足度と生活の満足度との関係性については、夫婦
関係満足度の高い保護者が低い保護者に比して、
幸福度、仕事と生活の調和度、生活の満足度が高
い傾向を示すことが明らかとなった。良い夫婦関
係を構築することが、良い生活の構築に繋がる可
能性を有していることが確認できた。特に近年重
要視されているワーク・ライフ・バランスの観点
から、ワーク・ライフ・バランスの調和度を高め
るためには、夫婦関係の満足度を高める配慮も必
要であることも明らかとなった。
第二に、保護者の夫婦関係満足度と子育ての評
価の関係性については、夫婦関係満足度の高い保
護者が低い保護者に比して、子育ての評価が高い
傾向を把握した。夫婦関係満足度が高い保護者の
方が、そうでない保護者に比して自己評価ではあ
るが、満足度の高い子育てを展開していると考え
られる。父親の育児に係る姿勢及び夫婦間のコ
ミュニケーションも、保護者の夫婦関係満足度を
高くする要因であると推測される。子育ての自己

評価の高さが、直接子育ての質の向上に反映され
るわけではないが、寄与する可能性は有している。
子育てのスキルや子育て環境を整えると同様に、
保護者の生活環境を整え、保護者が夫婦関係満足
度を高められるようにすることも子育ての質を高
める方法になり得る可能性を示唆している。
上述のような結論は常識的であると考えられる。
しかし今日の各種施策策定を検討する段階で実証
結果を重視するEBPM（Evidence Based Policy
Making）サイクルモデル構築の観点からは有用
な結果であると考える。健全な夫婦関係、家庭環
境を構築することが、子どもの健全な育ちに寄与
するという常識的な考えを実証したことに意味が
あるのである。今後、子ども・子育ての施策を検
討する段階で、健全な夫婦関係、家庭環境を構築
すること、父親の育児参画及び夫婦間コミュニケ
ーションをとることに配慮することが重要である。
保護者の夫婦関係満足度について認識・現状を
明らかにしたこと、子育ての評価との関係を示し
たことで、本研究は一定の成果をあげることがで
きたと考える。同時に、新たな別の課題も顕在化
してきた。質問紙調査の精査を行う必要性である。
具体的には、残差分析に加え、各要素・要因（就
労状況・男女差・子どもと接する時間等）とのさ
らなる比較検討が必要である。調査対象を拡大す
る必要もあると考える。本研究の結論は、調査対
象が幼稚園に子どもを通わせる保護者であること
に起因すると推測される。幼稚園就学前、保育所
に子どもを通わせる保護者、就学後と子育ての評
価は、変容すると想定されるので、経年調査を含
む、調査対象の拡大も必要である。また、夫婦関
係満足度は、性別役割観が関係しているのではな
いかと推測される。性別役割観は「男は仕事、女
は家庭」「男性は主要な業務、女性は補助的業務」
に代表される公的及び私的領域における男女の役
割分担であり、ライフスタイルに現れる１０。特に
再生産論の観点から、子どもの性別役割観形成に
影響を与える保護者の性別役割観を検証すること
には意味があると考える。
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また本研究は、夫婦関係満足度の調和度、子育
ての満足度等、研究対象者の主観に拠っている研
究である。主観的な評価に加え、客観的な評価基
準を作成し、両者の関連性を調査することも今後
求められる。
本研究を基盤に、保護者の夫婦関係満足度と客
観的な生活及び子育ての質の評価の関係性を明ら
かにするような研究を継続することが、夫婦関係
満足度実現に少しでも寄与し、子育ての質を保障
することになる。
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